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北大水産象報
23 (1)， 45-52. 1972. 

1号値加熱殺菌中の舗内過剰圧力について

11. 過剰圧力による空値の蛮形

井上安之助*・沼倉忠弘*

Internal Excess Pressure Produced in a No. 1 

Tall Can during Retorting・11

The deformation of the can by the internal excess pressure 

Yasunosuke INouE* and Tadahiro NUMAKURA* 

Abstract 

The effeot自 of伽泊句Irnalex句闘 pr'欄 urein a No. 1 tall 0組 (di晶.， 156.00 
mm， heighも169.62mm，日時前iもy2，978.4 ml) upon the elastio defleotion of the ωp 
and boもωmplω08， the thioknoss ofぬ.ese晶mingpart， 晶ndthe 0晶nheigh七were
observed. From the results， i色官制 reωg凶zedもhatupper limiもof也epre鍋 ure
is 0.56 kg/om2， and the limit of伽 V晶ouumin色，heoan IB 25.4 omHg to preventもhe
deform晶tion.

前報1)で報告したように 1号憾 (603径鑓，径 156.00mm，高き 169.62mm，内容量 2，978.4 ml) 

の織内過剰圧力(織内外圧力差)に対するラップ部の巻締頚部は O.98kg/cm2でめくれ上り変形する。

志賀のは2号織 (401径繕，径 101.50 mm，高さ 121.9 mm，内容量876.3ml)以下の小型憾の過

剰圧力によって発生する変形量を測定し， 纏内K加わった圧力がある一定限度を ζえると，徳内の真

空度を 25.4cmHg(10吋)にした場合K空纏容積K残る変形が急!c増大する ζ とをみ，その圧力を空

鰭の徳内制限圧力とした。 2号憾では， 1. 26-2.1 kg/cm2(18-30 Ibs/in2)， 3号織 (307径纏，径86.50

mm，高さ 113.25mm，内容量 588.7ml)では1.54-2. 1 kg/c凶2(22-30 lbs/in戸)である。

また橋本りは4号纏 (301径鰭，径 77.00 mm，高き 113.25 mm，内容量 462.3ml)の加熱殺菌前

後の巻締の厚さと簸高を測定し過剰圧力が1.96 kg/ cm2 (28 Ibs/in2)になった場合でも変化のないζ と

をみた。

著者らは過剰圧力によって発生する 1号憶の変形!c関し， その織内制限圧力を検討したのでその結

果を報告する。

実験 の部

1) 測定方法

測定個所は図 1K示すように繕蓋底の中心の A，第 1リングの B，B'，巻締の厚きの CvC2 (健胴

ラップ部)および C1'，C{，また纏高の Dおよび D'の個所とした。なお織内に加える圧力はそれぞ

れ 0.98，0.70， 0.56， 0.49および 0.42kg/，αdとした。

*北海道大学水産学部食品製造実習工場

(M制御 Prod.間t8F.ωωry，Fac峨y01 Fi8he叫e8， Hok.加協 Univer8i勿)
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井上・沼倉:1号纏内の過剰反カーII
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図2の実験装置によりまずDよりコンプレッザーを通じて纏内に前記の圧力を加え空値各部に発生

する変形を測定した。次に圧力を除き値内を大気圧にもどした場合1<:残る変形と，さらに Cパイプよ

り真空ポンプで纏内を真空にした場合の変形を測定した。 また憾胴ラップ部が軽い衝撃で凹入する真

空度と，過剰圧力によってラップ部の巻締頚部がめくれ上った場合の漏洩の有無も調べた。

空纏は前回と同じ 1号織で，空値重量は242-258g，纏蓋重量は 50-55gであった。鰭底重量は空

鰭各部の変形測定後， 値胴よりはなして秤量した結果 51-55gであった。値蓋底と繕高の変形は本

実験のため特に製作したノギスで，また巻締の厚さは纏詰用マイクロメーターで測定した。
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測定結果および考察

織内fr.圧カを加えた場合および大気圧にもどした場合の空舗の各測定部位に発生する変形{平均値)

を図示すると図3-5のようになる。

憾査底の中心部 A，第1リングの Bおよび B'部ではいずれも健内K加えた圧力の増加に比例して

発生する変形が大きくとtり，特に中心部 Aでは変形しやすい。巻締の厚さと縫高は纏内圧力が 0.42

kg/cm2 になると巻締の厚さに約 1/1000吋，纏高K約 0.04-0.08mmの変形が発生し， 館内圧力が

0.56kg/cm2以上になると両者とも変形は非常に大きくなる。 ラップ部側の測定点である B，C1， C2 

および Dの変形は B'，C'l， C'2および D'の変形より大きくまたその差は徳内圧力の増加によって大

きくなる。

次Ir.纏内を大気圧にもどした場合K残る変形についてみると，纏葦底の A，Bおよび B'は織内K

0.42-0.56 kg/cm2の圧力を加えた場合は，Aの変形は 0.4-1.6mm，Bおよび B'の変形は 0.2-

1.6mm K減少してほとんど巻締時の状態にもどるが纏内圧力が 0.56kg/cm2~ζ えると大きな変形

が残る。

巻締の厚さは 0.42-0.49kg/cm2の圧カを加えたものは巻締時の状態にもどるが 0.56kg/cm2の圧

力を加えたものは 1/1000-2/1000吋の変形が残る。織内圧力が 0.56kg/cm2 をζえると巻締の厚き

には大きな変形が残る。

健高は 0.42，0.49および 0.56kg/cm2の圧力を加えたもので纏蓋重量が 55gのものは巻締時の状

態にもどるが，憾蓋重量が 51gのものは 0.06-0.10 mmの変形が残る。耀内圧力が O.56kg/cm2を

とえると巻締の厚きと同様鰭高K大きな変形が残る。

以上より織内を大気圧にもどした場合に繕蓋底の変形がほとんど消失すると同時κ，巻締の厚さと

纏高が完全fr.復元するのは 0.49kg/cm2までで，織内K0.56kg/cm2の圧力が加わった場合には巻締

の厚きと織高fr.僅かな変形が残り，それ以上では残留する変形が大きい。

-48ー
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次!C値内を大気圧にもどしさらに真空とした場合に発生する変形を図示すると図6.....8のようになる。

鰭蓋底の A，Bおよび B'は織内IL0.42および 0.49kg/cm2 の圧力を加えたものは徳内真空度が

12. 7 cmHg になると巻締時より減少して健蓋底は凹状となる。 0.56kg/cm2 の圧力を加えたものは織

内真空度が 12.7cmHgでは BとB'K 0.06.....0. 22 mmの変形が残るが，真空度が 17.8cmHgにな

ると巻締時より減少する。織内圧力が 0.56kg/cm2を乙えると真空度が 25.4cmHgIとなっても BIL

0.06-5.60 mmの変形が残りいわゆる肩膨れ鰭となって鰭の外観が損われる。すなわち纏内真空度が

12.7-17.8cmHg になった時に纏蓋底が凹状となって外観が正常纏の状態になるのは織内圧力が0.56

kg/cm2 までで 0.56kg/cm2 をζえると真空度が 25.4cmHgになってもE常徳のよろにならない。

巻締の厚きは0.56kg/cm2以上の圧カを加えたものは織内真空度が25.4cmHgになっても1/1000..... 

22/1000吋の変形が残り，鰭高も 0.56kg/cm2以上の圧力を加えたものは織内真空度が25.4cmHgに

なっても 0.04-0.98mmの変形が残る。

本試験において 1号憾の織蓋底は徳内圧カが 0.95-1.19k9/r.m2 になるとラップ部の巻締頚部がめ

くれ上るが漏洩憾となったものは 1憾だけであった。また纏内真空度が 17.8 cmHg以上になると簸
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高(ラップ部)の減少をきたすものがあり，

部が僅かな衝撃で凹入する。

以上の結果を総括すると 1号織はレトルト内において加熱殺菌された場合， 徳内の過剰圧力(錨

内外圧力差)が O.56 kg/cm2 'i'とえると値重量底および巻締の厚急ならびに纏高Iζ大きな変形が発生し

纏内真空度が 25.4cmHgIとなつでも消失しないものとみられる。遇策l圧カが 0.49kg/cm2 以下では

纏内を大気圧Iともどすと巻締の厚きと館高は完全に復元し，纏蓋底の変形もほとんど消失する。織内

真空度が 12.7 cmHg になると纏蓋底が凹状となり外観がlE常纏のようになる。

過剰圧力が O.56kg/cm2 の場合は纏内真空度が 17.8 cmHgで巻締の厚きと鱒高Ir.残る変形は各々

1/10∞吋およぴ O.04-0. 06 mmで非常に小きい。なお過剰圧力が O.95-1. 19 kg/cm2の高圧になっ

て巻締頚部がめくれ上った場合でも漏洩織となったのは本実験では 1纏だけで，巻締が完全であれば

上記程度の変形で巻締の気密性が劣化し漏洩鰭となる恐れはない。しかし以上の結果より 1号纏の制

限圧力は実用上 0.56kg/cm2 とみられる。

また纏内真空度が 17.8-25.40cmHg になると傭高が減少する場合があり， 真空度が 33.0-39.4

cmHg Iとなると纏胴が僅かな衝撃で凹入するので纏内真空度を 25.4cmHg以上にするのはさけるべ

きである。

なほ以上の実験結果より，試験的に 1号憾にタケノコ(1.8 kg詰)，サンマ (2.7kg諾)および茄

小豆(3.5kg詰，糖度 4896)を充填し，それぞれ1l00C(0.42 kg/cm2) 90分， 112. 70C (0.56 kg/cm2) 

170分， 113.90C (0. 63kg/cm2) 120分の加熱殺菌を行ない，織内の過剰圧力を測定した結果，タケノ

コ纏詰では 800C以上の加熱脱気tとより， またサンマ水煮鱒諾では加熱脱気 (1000C，80分)のみで

は不充分で真空巻締 (25.4cmHg)を併用する ζ とにより，なおまた茄小豆錨詰にあっても密封時の品

- 50ー
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温を 95
0

C内外とし真空巻締 (12.7-25.4cmHg)を行う ζ とにより(各処理製品の品質およびその貯

蔵性になお問題はあるが). いずれも纏内の過剰圧力を上記の制限圧力以下に抑える乙とが出来， 能

の変形をきたさないζ とをみとめた。

約

1号館に過剰圧力を加えた場合IC繕蓋底，巻締の厚きならびに値高IC発生する変形と， 纏内を真空

とした場合の変形を測定し次の結果を得た。

1) 1号健変形上，憾内の制限圧力は O.56kg/cm2で.0.56 kg/cm2をζえると過剰圧力によって

発生した変形は織内真空度が 25.4 cmHg になっても残る。

2) 1号憾の織内真空度は 25.4cmHg以上にするのはさげるべきで，真空度が 33.0-39.4cmHg 

tとなると鰭胴が凹入する。

要

終れとのぞみ，本研究1<::御指導賜わった鳥羽商船高等専門学校長谷川英一博士ならびに助言を得た

本学部食品製造学講座秋場稔教授に深謝する。
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